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令
和
２
年
１
月
12
日

（
日
）に
、
涌
谷
公
民
館
で
、

涌
谷
町
出
身
の
声
優
・
歌

手
の
安
野
希
世
乃
さ
ん
が
、

令
和
２
年
涌
谷
町
成
人
式

に
続
い
て
挙
行
さ
れ
た
「
涌

谷
町
黄
金
大
使
就
任
式
」

で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
東
京
都
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
涌

谷
町
の
現
状
を
伝
え
聞
き
、

幼
少
期
を
過
ご
し
、
今
の

声
優
の
原
点
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ふ
る
さ
と
・

涌
谷
町
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
ご
縁
が
あ
っ
て

今
回
の
「
涌
谷
町
黄
金
大

使
」
の
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
安
野
希
世
乃
さ

ん
に
は
、
観
光
振
興
や
ふ

る
さ
と
納
税
な
ど
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
安
野
希
世
乃
さ
ん

に
、
黄
金
大
使
と
し
て
今

後
に
向
け
た
抱
負
と
涌
谷

町
に
対
す
る
思
い
を
伺
い

ま
し
た
。

声
優
と
い
う
お
仕
事
を
通
し
て
、
こ
の
町
に
元
気
を
。 《プロフィール》

安野希世乃（Yasuno Kiyono）
宮城県涌谷町出身。2011年
に劇場アニメ「キズナ一撃」
轟キズナ役で声優デビュー。
エイベックス・ピクチャーズ
所属。2017年にはフライン
グドッグから歌手デビュー。①
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「
頑
張
っ
て
勉
強
を
し
て

声
優
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
心
の
ふ
る
さ

と
は
、
こ
の
涌
谷
町
に
あ
り

ま
す
。
声
優
デ
ビ
ュ
ー
を

し
て
10
周
年
の
節
目
の
機

会
に
、
自
分
の
出
身
の
涌

谷
町
の
大
使
と
い
う
す
て

き
な
役
目
を
受
け
、
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
」。
新

成
人
を
は
じ
め
と
し
た
来

場
者
が
見
つ
め
る
中
、
優

し
く
も
、
し
っ
か
り
と
し

た
言
葉
で
そ
う
話
し
た
安

野
さ
ん
。

　

ま
た
、
就
任
式
に
立
ち

会
っ
た
新
成
人
に
は
「
10

年
間
、
お
仕
事
に
専
念
し

て
こ
れ
た
の
も
、
隣
で
守

り
続
け
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
の

お
か
げ
。
人
と
の
出
会
い

は
大
切
。
自
分
を
応
援
し

て
く
れ
る
人
は
、
家
族
で

も
、
恋
人
で
も
、
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
絶
対
に
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。

　
「
自
然
が
あ
り
、
い
い
意 

味
で
変
わ
ら
な
い
空
気
感

と
、
昔
と
変
わ
ら
ず
人
情

味
あ
ふ
れ
る
、
私
に
と
っ

て
間
違
い
な
く
誇
れ
る
一

番
の
ふ
る
さ
と
。
話
し
合

い
を
も
ち
な
が
ら
、
楽
し

い
こ
と
を
実
現
し
町
を
明

る
く
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
今
後
の
展
望

を
持
ち
ま
す
。

　

涌
谷
町
の
皆
さ
ん
も
郷

土
の
黄
金
に
輝
く
誇
り
と

し
て
、
安
野
希
世
乃
さ
ん

が
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る
よ

う
、
応
援
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

安
野
希
世
乃
さ
ん
の
聖
地
？

　

涌
谷
高
校
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ボ
ス
コ
ロ
」
に
、

大
使
就
任
前
か
ら
安
野
希

世
乃
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

　

９
月
に
楽
天
生
命
パ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
安
野
さ
ん
が
大
使
就
任

を
表
明
し
て
以
降
、
ボ
ス

コ
ロ
さ
ん
が
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
情
報
発
信
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
フ
ァ

ン
が
集
い
、
グ
ッ
ズ
が
寄

贈
さ
れ
、
聖
地
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

《写真解説》
①黄金山神社参道で、手を涌谷町の「ワ」の形にして
にっこりとほほえむ②新成人に見守られながら、涌谷
町黄金大使としての任命書を遠藤釈雄町長から授与③
会場の皆さんに大使就任にあたっての抱負を伝える④
控え室では、気さくに城山の金さんと記念撮影

今後の事業展開は、広報わくやなどで

随時ご紹介してまいります。

②

③

④
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周
囲
の
方
々
と
支
え
合
う
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
理
想
の
大

人
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

高
橋
優
志
さ
ん（
２
の
３
区
）

　

私
は
現
在
、
高
崎
経
済
大
学
で

経
済
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
社
会
に
お

い
て
「
自
律
し
た
市
民
」
と
し
て

社
会
に
出
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い

日
本
語
・
英
語
の
読
み
取
り
や
聞

き
取
り
、
数
理
的
思
考
力
の
向
上

に
向
け
日
々
、
経
済
学
・
経
営
学

の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
民
法
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
加
入
し
て
お
り
、
所
属
す
る

仲
間
と
と
も
に
法
律
の
基
礎
知
識

か
ら
応
用
を
学
び
、
民
法
の
熟
読

や
法
律
的
問
題
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
は
将
来
、
公
務
員
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
知
識

を
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

理
解
力
の
向
上
に
も
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て

自
分
自
身
の
将
来
の
夢
で
あ
る
公

務
員
に
な
る
た
め
、
日
々
の
学
習

だ
け
で
は
な
く
一
人
の
大
人
と
し

て
の
私
生
活
を
見
直
し
、
現
代
社

会
の
見
方
を
改
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
日
々
精
進

　

式
で
は
、
代
表
の
２
人
が
二
十

歳
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

只
野
陸
人
さ
ん（
短
台
区
）

　

私
は
現
在
東
北
学
院
大
学
環
境

建
設
工
学
科
土
木
コ
ー
ス
を
専
攻

し
て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
必

要
な
教
養
を
身
に
付
け
る
と
と
も

に
、
環
境
工
学
の
素
養
を
持
っ
た

中
堅
の
建
設
系
技
術
者
を
目
指
し
、

日
々
勉
学
に
勤
し
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
ま
で
私
た
ち
は
約
20
年
間
、

た
く
さ
ん
の
方
の
支
え
の
下
で
生

き
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
は
そ
の
何
倍
も
の
年
月
を
大

人
と
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
の
先

の
人
生
で
、
自
身
の
夢
や
目
標
に

向
か
い
常
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

そ
の
道
の
途
中
で
想
像
も
つ
か
な

い
よ
う
な
幾
多
の
困
難
に
あ
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
何
度
も
失

敗
を
繰
り
返
し
て
時
に
は
挫
折
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
失
敗
と
い
う
経
験
、
そ

れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
そ
こ
か
ら

の
反
省
、
そ
れ
が
糧
と
な
り
、
必

ず
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

自
分
一
人
で
乗
り
越
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
今
ま
で
と
同
様
に

令和2年涌谷町成人式

新成人118人が出席
令和最初の成人式

　1月12日（日）に、涌谷公民館において、令和2年涌谷
町成人式が執り行われました。この日、出席したのは、
平成10年から平成11年にかけて生まれた118人。
　今回は、旧涌谷中学校と旧箟岳中学校の卒業生とし
て最後の成人式。式前は、友人たちとの再会を喜ぶ若
さあふれる姿でしたが、式では成人としての自覚に満
ちた凛々しい表情で臨みました。
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新成人にこれからの「わくわく」を聞いてみました

Ｑ どんな社会人になりたい？

Ａ 地域に貢献できる

社会人になりたい

Ｑ 今の夢は？

Ａ 自分が育ったような

あたたかい家庭を

築きたい

Ｑ 今の夢は？

Ａ 現場監督

向上心を忘れず

周りから信頼される

大人になりたい

Ｑ 今後の涌谷に望むこと

Ａ 観光面の発展

Ａ 安定

Ａ 涌谷町から離れて暮ら

している人たちが安心

できる町にしてほしい

Ａ 都市化

（左上）高橋有志さん（２の３区）（左下）佐藤奈さん（１区）（右上）土井彩華さん（岸ヶ森区）（右下）只野陸人さん（短台区）

①希望に満ちた表情で成人
としての「責任」を誓う
②凛としたたたずまいに見
せる成人としての自覚あふ
れる表情③城山の金さんも
時に交えて久しぶりの再会
にワクワク記念撮影

①②

③④

Ｑ どんな社会人になりたい？

Ａ 常識のある大人

Ｑ 涌谷のここが好き！

こんな思い出が！

Ａ 地域の皆さんの気さくさ

Ａ 砂金

Ａ 桜まつりが大好き

涌谷の桜が一番好き

Ａ 今はない箟岳中に

通ったこと
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火
災
・
災
害
ゼ
ロ
の
涌
谷
町
へ

　
１
月
19
日（
日
）に
、
１
年
の
無

火
災
・
無
災
害
を
祈
念
し
、
涌
谷

町
消
防
団
が
、
涌
谷
町
消
防
団
世

話
係
会
と
涌
谷
町
婦
人
防
火
交
通

安
全
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
と
も
に
、

出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
月
将
館
小
学

校
か
ら
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

若わ
か

山や
ま

紀と
し

信の
ぶ

団
長
を
先
頭
に
、
真
新

し
い
防
寒
着
を
身
に
付
け
消
防
団

員
が
部
隊
行
進
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
遠
藤
町
長
が
「
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
献
身
的

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
自
ら
の

地
域
は
自
ら
守
る
と
い
う
使
命
感

を
持
ち
、
今
後
も
地
域
防
災
の
要

と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期

待
申
し
上
げ
た
い
」
と
告
辞
。

　
ま
た
、
若
山
団
長
は
「
今
後
も

大
規
模
災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
人
と
し

て
日
々
の
訓
練
研
修
な
ど
よ
り
一

層
の
研
さ
ん
を
積
み
、
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
力
強
い
消
防
団
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
訓
示
。
そ

の
後
、
新
入
団
員
へ
の
辞
令
交
付

と
表
彰
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
は
し
ご
乗
り
と

放
水
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

一
同
で
一
年
の
「
無
火
災
・
無
災

害
」
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
へ

　
１
月
６
日（
月
）に
、
涌
谷
町
役

場
大
会
議
室
に
お
い
て
、
涌
谷
町

交
通
安
全
指
導
隊
の
出
初
め
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
の
冒
頭
、遠
藤
町
長
は
、「
制

服
を
着
て
い
る
皆
さ
ま
か
ら
職
務

に
専
念
し
よ
う
と
す
る
気
構
え
が

見
え
、
大
変
す
ば
ら
し
い
と
感
じ

て
い
る
。
昨
年
は
２
件
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
改
め
て
、
交
通
安
全
の
意
識

の
醸
成
と
啓
発
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
指
導
隊
の
皆
様
に
は
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
た

い
」
と
挨
拶
。

　
ま
た
、
日ひ

野の

善よ
し

勝か
つ

交
通
安
全
指

導
隊
隊
長
は
、「
昨
年
２
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
。
交
通
死
亡
事

故
は
尊
い
命
を
奪
い
、
家
族
も
不

幸
に
す
る
悲
惨
な
も
の
で
す
。
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
隊
員
一

同
心
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
」
と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
田
警
察
署
を
は
じ
め
、
交
通

安
全
団
体
関
係
者
の
出
席
の
も
と

出
初
め
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

隊
員
一
同
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

と
な
っ
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
無

事
故
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

隊員のりりしい表情に、今年一年の無事故への決意がにじみ出す

無火災・無災害を祈念してはしご乗りを披露

令和元年の涌谷町内交通事故件数

令和元年の涌谷町内火災件数

人身事故 死者 負傷者 物損事故

令和
元年

（前年比）
27件

（-3件）
2人

（±0人）
29人

（-1人）
310件

（-15件）

平成
30年 30件 2人 30人 325件

地区別件数

西地区 2件

東地区 5件

箟岳地区 0件

計 7件

前年比 -1件

火災の内訳

建物火災 4件

車両火災 1件

その他火災 2件

損害額

31,730,000円

今年１年間の無事故・無火災・無災害を祈念

交通安全指導隊・消防団出初式

広 報 わ く や 令和2年2月1日発行 ― 6 ―



民謡の功労者として日本民謡協会民謡功労章を受章
今
こん

野
の

香
こ う

湧
ゆ う

氏が表彰されました
　12月15日（日）に、品川区総合区民会館きゅりあん
で開催された令和元年度民謡民舞全国大会において、
日本民謡香湧会の今野香湧氏が、公益財団法人日本民
謡協会から民謡功労章を受章されました。
　今野氏は、香湧会として涌谷町を中心に民謡の普及
に努めながら、多年にわたり秋の山唄実行委員委員長
を務め、さらに被災地の慰問など、地域民謡の普及発
展に多大な貢献をされてきたとして今回の受章となり
ました。

新たな地域おこし協力隊が着任
樋
ひの

下
し た

稔
と し

生
お

さんが地域おこし協力隊に
　1月1日（水）から涌谷町地域おこし協力隊に、樋下稔
生さんが着任しました。
　樋下稔生さんは、株式会社電通に65歳まで勤務さ
れ、民間企業の広告活動以外にも、行政の民間企業研
修の受け入れ担当者として人材育成に取り組んでまい
りました。
　今後は、令和元年度に認定を果たした日本遺産「み
ちのくGOLD浪漫」の推進に携わり、涌谷町をはじめ
とした2市3町を舞台に活動していく予定です。

納税の啓発と納税意識の高揚に
納税標語コンクールの受賞者が決定
　12月19日（木）に、令和元年度納税標語コンクール
の表彰式が行われました。このコンクールは、涌谷町
の未来を担う町内小中学校の児童生徒を対象に、納税
の啓発および納税意識の高揚を図るため、「納税標語」
を募集したもので、すばらしい作品を多数応募いただ
きました。厳正なる審査の結果、入賞作品が決定しま
した。
　なお、入賞作品は、町内の公共施設に掲示するほか、
納税通知書や封筒に印刷し活用させていただきます。

【納税標語コンクール受賞作品】
《小学生の部・最優秀賞》
　納税で　奥州涌谷に　金のいぶきを
　　　　　箟岳白山小学校　６年　藤村穂

ほ の

薫
か

さん

《小学生の部・優秀賞》
　納税で　支え未来へ　ぼくの町
　　　　　涌谷第一小学校　６年　田口煌

こ う

樹
き

さん

　納税で　一人一人が　支え合う
　　　　　涌谷第一小学校　６年　金澤花

は な

咲
か

さん

　金の町　守ろう涌谷　納税で
　　　　　月将館小学校　　６年　遠藤　桜

さくら

さん

《中学生の部・最優秀賞》
　納税で　変わる涌谷の　未来像
　　　　　涌谷中学校　２年　八木七

な な

海
み

さん

《中学生の部・優秀賞》
　知らぬ間に　社会に貢献　消費税
　　　　　涌谷中学校　３年　佐々木魁

か い

さん

▼納税標語コンクールにかかわる問い合わせ先
　税務課納税班 ☎43-2113
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寛文の鐘最後の除夜の鐘と黄金の中華そば
涌谷町の令和最初の年越し
　令和元年12月31日（火）から令和2年1月1日（水）に
かけての令和初の年越しで、涌谷町内の寺社仏閣で、
さまざまな催しが行われました。
　箟岳山の山頂にある箟峯寺では、年越しのタイミン
グに合わせて、箟峯寺貫主の佐々木了章氏によって、
境内に掲げられている「寛文の鐘」で除夜の鐘が鳴ら
され、その後、一般の参拝客も打ち鳴らしていました。
　「寛文の鐘」は、過去にも「ゆく年くる年」などで
紹介されてきましたが、鋳造から約400年が経つこと
から金属疲労によって割れる可能性があるため、令和
2年にかけ替えられる予定となっています。そのため、
「寛文の鐘」としては最後の除夜の鐘となりました。
　初日の出後には、日本初の産金地・黄金山神社にお
いて初詣に合わせて日本遺産認定記念として、ラーメ
ン店仙台市の「笹生」と美里町の「HIBARI」とコラ
ボレーションした「黄金の中華そば」を提供しました。
この「黄金の中華そば」には、涌谷町の食材として川
敬醸造の醤油や小ねぎが使用され、金色に輝く鶏油と
金粉、金色のうずらの卵がトッピングされ、まさに「黄
金の中華そば」に。冷え込む黄金山神社を訪れる参拝
客は、身体を温めようと長蛇の列を作り、舌鼓を打っ
ていました。

日本遺産「みちのくGOLD浪漫」を知る
日本遺産リレーシンポジウムの開催
　令和元年5月に認定を果たした日本遺産「みちのく
GOLD浪漫」について、岩手県平泉町・陸前高田市、
宮城県涌谷町・気仙沼市・南三陸町の2市3町および
周辺の住民を対象に、日本遺産の制度や「みちのく
GOLD浪漫」にかかわる文化財、今後の展望について
紹介するシンポジウムを、平泉町と涌谷町、陸前高田
市、多賀城市（東北歴史博物館）を会場に、リレー形式
で開催しています。
　1月11日（土）には、第1回目の開催として平泉町の
平泉文化遺産センターを会場に開催。82人が来場さ
れ、涌谷町地域おこし協力隊の樋

ひ の

下
し た

稔
と し

生
お

さんによって
他の日本遺産にかかわる取り組みが紹介されたほか、
平泉文化遺産センター千

ち

葉
ば

信
の ぶ

胤
た ね

氏から平泉町の取り組
みや外国人ライターのケップルヘンリー・ウェスリー
氏から外国人目線での外国人観光客を増やすための今
後の展開について、トークセッションが行われました。
　1月18日（土）には、涌谷町で第2回目のシンポジウ
ムを開催。第1回目の開催を超える85人が来場し、第
1回開催同様の経過と構成文化財について紹介した後、
涌谷町における「日本遺産『みちのくGOLD浪漫』」
による地域活性化について、元涌谷町地域おこし協力
隊の丹

た ん

治
じ

奈
な

緒
お

子
こ

氏を交えてトークセッションが行われ
ました。
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利用者の皆さんに癒しの音色を
国保病院でクリスマスロビーコンサート
　12月20日（金）に涌谷町国民健康保険病院の外来ロ
ビーにおいて、恒例となったクリスマスロビーコン
サートが開催されました。
　演奏者は、町内在住の門田まりさんと鹿野浩一さん
の2人。キーボードとフルートで冬の季節に合わせた
クリスマスソングなどを演奏して、外来で訪れた患者
さんや老人保健施設に入所している利用者の皆さんに、
心地いい癒しのひとときをプレゼントしました。

城山の金さんの徒然日誌

今回で最後の八雲児童館のイヴサンタ
　12月24日（火）に、毎年八雲児童館がご家庭からプ
レゼントをお預かりし、サンタクロースが子どもたち
にプレゼントを渡しに行く「イヴサンタ」に、今年も「城
山の金サンタ」としてお邪魔してまいった。
　この「イヴサンタ」は、何十年にもわたり行われて
きた行事じゃが、八雲児童館の廃止に伴い、最後の「イ
ヴサンタ」となる。最後ということもあり、子どもた
ちの喜ぶ笑顔のため、いつも以上に頑張らせていただ
いた。

涌谷町から科学者を育てよう！
冬の電子工作教室を開催
　12月22日（日）に涌谷公民館で、アマチュア無線愛
好家の団体・涌谷町HAMクラブとアルプス・アルパ
イン株式会社涌谷工場の皆さんが電子工作教室を開催
しました。
　今回は、低学年の部では電子回路をつないで作る
FMAMラジオ、高学年の部では半田ごてで回路をつな
ぎ黒い線の上をセンサーで感知して走るトレースカー
を作りました。
　高学年の部では、難しいセンサーの調整が必要で、
完成後に安堵の表情を浮かべていたのが印象的でした。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告

クリスマスパーティーを開催
　12月24日（火）にゆうらいふで『クリスマスパーティー』を
開催しました。
　毛糸のクリスマスツリーオブジェ工作やクリスマスデザート
作りをしました。
　おひさまスマイルのスタッフによるハンドベル&オカリナ演
奏を聞きながらお茶タイムを楽しんでいると…、ゆかいなサン
タさんが今年もやってきてくれて、楽しい時間とプレゼントを
届けてくれました。
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今年の申告期間は、
２月１０日（月）から
３月１６日（月）まで

期限間際は、大変混雑します！
ご注意ください。

▼受付開始時間

▽役場2階大会議室 7時から

▽農村環境改善センター 8時から
　午後の部の受付もできます。

▼受付終了時間

▽いずれの会場も16時まで
　ただし、2月14日（金）と2月21日（金）は
　11時で受付終了となります。

▼申告相談可能人数
　午前中は、40世帯までとさせていただきます。

▼その他

▽指定された日に申告されますようご協力をお願いし
ます。指定日の都合が悪い場合は早めに申告してくだ
さい（受付は午後の部でお願いします）。申告の必要書
類は忘れずにお持ちください。

▽箟岳地区の申告相談期間（2月17日（月）から2月21
日（金）まで）は、役場で申告相談を受けられませんの
で、ご注意ください。

月日 対象行政区 相談時間 会場

2月10日（月）
八 雲 区

9時～11時30分
13時～16時

役
場
２
階

大
会
議
室

8 区

2月12日（水）
2 の 1 区

上 谷 地 区

2月13日（木） 3 区

2月14日（金） 2 の 3 区 9時～12時

2月17日（月）
長 根 区

9時～11時30分
13時～16時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

小 里 区

2月18日（火）
岸 ヶ 森 区

吉 住 区

2月19日（水）
太 田 区

猪 岡 区

2月20日（木）
短 台 区

大 谷 地 区

2月21日（金）
脇 区

9時～12時
箟 岳 区

月日 対象行政区 相談時間 会場

2月25日（火）
2 の 2 区

9時～11時30分
13時～16時

役
場
２
階　

大
会
議
室

4 区

2月26日（水）
1 区

5 の 1 区

2月27日（木）
上 町 区

下 郡 区

2月28日（金）
5 の 2 区

7 区

3月2日（月）
上 郡 １ 区

上 郡 ２ 区

3月3日（火）
6 区

上 小 塚 区

3月4日（水） 10　 区

3月5日（木） 下 小 塚

3月6日（金） 11　 区

3月9日（月） 下 町 区

3月10日（火）
日 向 区

城 山 区

3月11日（水）
黄 金 区

成 沢 区

3月12日（木） 9 の 3 区

3月13日（金） 9 の 2 区

3月16日（月） 9 の 1 区

▼問い合わせ先

▽所得税については
　古川税務署 ☎22-1711

▽住民税については
　涌谷町役場税務課税務班 ☎43-2114
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